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11月8日に山形県主催の未来デザイン・オンラインキャンパスで
「就活情報の調べ方のコツ」と題したオンラインセミナー講師
を担当させていただきました。受講生は山形以外から参加の大
学生３年生が多かったです。

・就活学生がいつ頃、何をしているか？ご存知ですか。
・学生側の就職活動の動きに合わせた対応策をしていらっしゃいますか？

2022年12月号のヤマガタ仕事ラボ通信をお届けします。
掲載内容についてご不明な点があれば、弊社メンバー＆運営パートナーまでお問い合わせください。

[ 今月の問い ] question

⼭形県内の学⽣就職⽀援サービスで初︕
学⽣向けインターンシッププログラム「NATTOKU」を

当事者学⽣が開発
⼭形の企業探し・⾃⼰分析がまとめてできる

[ 今月の学生の姿 ] Student State

キャリアクリエイトで活動する実践型インターン学⽣のリアルな悩みを元に、⼭形の企業探し・⾃⼰分析がま
とめてできるインターンシップ「NATTOKU」を開発。学⽣向けキャリア⽀援サービス『ヤマガタ仕事ラボ』
内で参加者の募集を開始しました。【URL】https://shigoto.mirailab.info/intern/intern.php?id=20

⼭形の企業の情報にたどりつけていなかった学⽣が、コーディネーターを通し⾃⼰理解を深め、新たな企業と
出会える環境を作ります。企業には学⽣との接点が⽣まれ、⾃社と合う学⽣の特徴を掴んだりアイディアを提
案されることで、今後の採⽤活動のヒントを得ることが出来ます。

こちらで話した内容を、11月28日付の山形新聞の「ヤマガタ就活最前線」で
取り上げていただきました。24卒が本格的な就活準備時期にはいります。
彼らの活動に合わせたいろんな対応を考えていきたいですね。

12月8日（木）13:30〜14:30に、学生向けに話している内容をお伝えするオン
ラインセミナーを開催します。ご興味のある方は、お問い合わせください。 ▲11月28日・山形新聞

「ヤマガタ就活最前線」
『「助走期間」、ココを押さえたい』

▼NATTOKUプログラム内容
実践型インターンシップ⽣・⽇野
（東北学院⼤学3年）コメント

「山形の企業を見てみよう。」ふとした瞬間にそう思うと、
就活サイトを開きます。ただ、サイトに出ている情報だけ
では興味の持てる企業が見つからず、企業情報が掲載され
ているサイトを早めに閉じ、魅力的に映る県外企業のイン
ターン参加を検討するという一連の流れができていました。
この意図していない一連の流れが起こる度に「山形の企業
の魅せ方」に問題があると思い「何とかしてほしい…」と
思っていました。しかし私自身や周りの学生の状況を考え
ると「将来やりたいことの言語化（自己分析）が進められ
ていない」という学生の方にも原因があると気付きました。
そこで「学生と山形の企業との接点を探しやすくするこ
と」、「自己分析を深めること」。この２つの視点は、多
くの学生が山形で納得の就活をするために必要だと思い、
「何とかできたらいいな」と思ったのがインターン企画の
きっかけです。

https://shigoto.mirailab.info/intern/intern.php?id=20


【お問い合わせ】

TEL：023-641-8807

E-mail：welcome@career-create.co.jp
990-2423 山形市東青田2-10-9

説明会以外に学生の生の声が聞ける接点を。

今年度、講師を務めた鶴岡市主催の「企業採用力アップセミナー」の振り返

り研修を11/24に実施しました。「シゴトリップ」というオンラインインタ
ーンの実践を主軸においた内容でしたが、参加企業の声を一部ご紹介します。

「自社のインターンシップを見直すきっかけになった」「会社説明会は、会

社の概要ばかり話すのではなく、実際に働いている人の姿を見せることが大

切だと感じた」「今後、自社の伝えたい魅力を整理するとともに地方の企業

に見合った採用手法を身に着けていきたい」地方中小企業が知恵を出し合い、

一丸となって若者の「就域」(地域への就職）を活性化させていきたいと考え
ています。1月に東北6県で「東北シゴトリップ」を実施しますのでご関心の
ある方はお声がけください！

伊藤麻衣子

合同企業説明会や自社の採用説

明会以外に学生との接点を、ど
のくらい持っていますか？

work life shift 
ウェブサイト

浅野えみ

〜学生と企業を繋ぐ役割として現場より〜

小学校：山大附属小学校５年生より「働く」について知りたい！とお招きいただきました。

「働くとは何ですか？」の直球質問。子供達の想いや考えに驚かされた時間でした。

高校：山形東高・北高の探究学習支援から、山形商業・酒田東高のキャリア教育、城北の内定者セミナー

日大山形高の就職ガイダンスと、多くの学校で、2年生の修学旅行中（行けてよかった！）に実施。

大学：24卒の大学3年・院1年生対象の就活セミナーが本格化。就活の為でなく、社会に出ても困らない為
の準備としています。学生たちの振り返りページとして、セミナーの様子を記録していきます。

就活準備をしている学生の様子・本音をご覧下さい。頑張っています！

企業：社員研修を２社で担当しました。社員自らが、自分の部署のボトルネックを考え、対策を練る。

与えられるより、自分たちで決めた方が、モチベーションUPに繋がりますね。部署毎に、改善予算

を100万円まで出す！という企業もあり、研修を研修で終わらせず次に繋がる工夫にも感じました。

[ 運営パートナー ] Partner

[ 最近の話題 ] Topics

須貝未菜

・昨年度に引き続き、山形北高等学校１学年探究中間発表会に助言者として参加しました。

グループごとのポスター発表に対して、アドバイスをさせていただきました。

最終発表会も楽しみです。

・アイズアライアンス（東北電化工業株式会社グループ）で、形を変えな

がら長年続く「女性交流会」で講師を担当させて頂きました。

コンセプト「自分の想いを、仲間と一緒にカタチにしよう」には、人生で

多くの時間を費やす「働く」をより良いものにしてほしい、という事務局

の皆様の女性スタッフへの想いが詰まっています。

この交流会を皮切りに、グループでの改善活動などが１年近くかけて行わ

れていきます。今後も、皆様に寄り添って、サポートさせていただければ

と思います。


